
令和 5年 5月 10日 

園長・設置者様                              

（公社）横浜市幼稚園協会 

会    長 清水  純也 

研修事業部長 櫻井 つた江 

 新緑が心地よく感じられる季節になりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。入園、進級した子

どもたちも新生活に慣れ、活発に活動している時期ではないかと思います。 

さて、5 月 31 日（水）の定期会員総会前の時間に、第 1 回園長・設置者研修会を開催いたしま

す。今回は横浜市こども青少年局から幼保小連携担当の田村先生と鈴木先生をお招きして、文部科学

省で進められている幼保小の架け橋プログラムや、横浜の小学校教育が変わろうとしている実践の

方向性等についてお話していただきます。すでにご承知のように、横浜市では幼保小の歴史が長く、

各区、各地区でも、幼保小の連携事業が行われています。今回、取り上げる架け橋プログラムでも、

横浜市にこの積み重ねもあったこともあって、全国１９地区のモデル事業の中に選ばれました。 

ただ、架け橋プログラムで議論されるべきことは、これまでの幼保小交流事業の繰り返しという訳

ではありません。どちらかというと、これからの社会を生き抜くような子ども達を育てていくために

は、幼児教育はもちろんのこと、小学校以上の教育でも、子どもの主体的な学びをどう伸ばしていく

かについて、幼児教育関係者や小学校関係者が共に集まって、具体的な子どもの姿を通して話し合う

場が不可欠となってきているからです。 

お二人の先生からは、このような視点から、幼保小を問わず、子どもの育っていった姿を通して、

改めて架け橋プログラムの意義や方向性について語っていただければと思っています。 

ご多忙の中と存じますが、園長・設置者の皆様のご参加をお待ちしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時    令和 5 年５月 31 日（水） 

14 時 0０分～15 時００分 

（終了後定時会員総会） 

 

場 所  ようちえん会館会議室 

およびオンライン（Zoom） 

         横浜市神奈川区大野町１－２５ 

横浜ポートサイドプレイス  

アネックス５Ｆ  

TEL 045-534-8708 

 

テーマ 

幼小の架け橋期を通してみえてきた新たな保育・教育の方向性とは 

  ～幼保小の実践を通して見えてきたすてきな子どもたちの姿を通して～ 

講 師     
田村憲一先生 

（横浜市こども青少年局保育・教育部保育・教育支援課幼保小連携担当課長） 

鈴木暁範先生 

（横浜市こども青少年局保育・教育部保育・教育支援課幼保小連携担当係長） 

 

参加方法 ようちえん会館会議室およびオンライン 

※研修会と定時会員総会開始までの時間を考慮し、参加方法については

次のとおりでお願いいたします。 

・総会に会場でご参加される方：会場参加 

・総会にオンラインで参加される方：オンライン参加 

・総会に参加されない方は、幼稚園ナビ申込時に会場参加またはオンラ

イン参加をご選択ください。 

※オンライン参加の先生方には、幼稚園ナビから Zoom の URL 等をお

送りさせていただきます。 締め切り: 5 月 26 日（金） 

申し込み: 幼稚園ナビ 

 


